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主体的・対話的で深い学びの視点による授業改善について①（国語）

～平成30年度鹿児島学習定着度調査の結果から～
義務教育課

小学校
平成31年１月に実施した鹿児島学習定着度調査の結果では，小５国語科の平均通過率は60.1％であり，

このうち「基礎・基本」の問題については64.8％，「思考・表現」の問題については47.5％という結果

であり，十分に定着しているとは言い難い状況でした。

「基礎・基本」においては，これまでの諸調査で定着が不十分であった手紙の後付けのきまりについ

て続けて出題しましたが，改善が見られませんでした。また，「思考・表現」については，雪国の状況

を描いた物語文から出題をしましたが，本文から状況を把握したり，地域特有の言葉の表現を理解した

りすることが難しく，通過率が低くなりました。

複数の情報を参考にしながら自分の立場を明らかにして意見を述べる問題では，通過率も６割近くあ

り，提示された情報と自分の経験と関連付けながら考えをまとめて表現する力が定着しつつある様子が

うかがえます。

特徴ある問題から 新学習指導要領解説（国語編）から

５ 二 「考えの形成」 本問題は，国語科の目標に「言葉による見方・

考え方を働かせ，言語活動を通して」という文言

提示された情報を参考にしながら，自分の考 が明記されたことを受け，具体的な言語活動の場

えをまとめ，考えが伝わるように書き表し方を 面をイメージして出題しました。異なる立場の投

工夫しましょう。 書の記事を題材に学級内で意見の交流を通して，

自分の思いや考えを深める問題です。

授業改善のポイント

教室での学びを通して，多くの児童が自分の考

えを表現することに挑戦し，６割近くの通過率が

ありましたが，無解答の児童が１８％程度いたこ

とにも注目しなければなりません。

解答のための手順

１ ２枚の投書の記事の内容を把握します。

※ 文章を読んで，内容の大体を把握するこ

とはできていますか。

２ 設問で問われている高橋さんと山田さんの

主張を把握します。

※ 話合いの中で，発表者の言葉と資料との

関連について正確に把握できていますか。

３ 自分の立場，考えを決定します。

４ 提示された資料の情報と自分の考えを関連

付け，決められた条件に従って記述します。

※ 示された図，表，グラフの情報を正確に

読み取ることはできていますか。

※ 示された事実と自分のことを結び付ける

ことはできていますか。

※ 自分の思いや考えを適切に表現すること

はできますか。



中学校
平成31年１月に実施した鹿児島学習定着度調査の結果では，中１国語科の平均通過率は61.9％であり，

このうち「基礎・基本」の問題については63.2％，「思考・表現」の問題については58.5％という結果

でした。中２国語科の平均通過率は67.6％であり，このうち「基礎・基本」の問題については71.0％，

「思考・表現」の問題については58.4％という結果でした。中学校国語科においては，特に「基礎・基

本」について十分に定着しているとは言い難い状況でした。

「基礎･基本」においては，小学校で学習した漢字を書くことや口語文法，行書の特徴など基礎的な

知識・技能の定着が不十分でした。また，「思考・表現」について，特に中１では，問題文中の資料や

文学作品を読んだ後に作成したレポートを題材として出題した結果，無解答の割合が３割近くになりま

した。話の内容の大体をつかむことや複数の資料の中に共通する話題を比較することなど，情報の扱い

方を意識した学習活動を工夫しましょう。

特徴ある問題から 新学習指導要領解説（国語編）から

１ 四「情報と情報との関係」 今回新設された「情報の扱い方に関する事項」

「構造と内容の把握」 では，話や文章に含まれている情報を取り出して

整理したり，その関係を捉えたりすることで，話

本文に書かれている内容を正しく理解し，そ や文章の正確な理解につながることが示されてい

の情報をイメージして表現したり，要約して表 ます。また，そのために叙述を基に，文章の構成

現したりしてみましょう。 や展開に気付くことが大切であることも示されて

いることを踏まえ，イメージとしての理解と言葉

としての理解を問う問題を中１，中２の共通問題

として出題しました。

授業改善のポイント

小問１ 小問２ 調査の結果，文

中１ 57.7％ 82.8％ 章を読んで内容を

中２ 65.1％ 81.0％ 理解することと，

内容を思い描くことでは，中１で25.3％，中２で

15.9％の開きがありました。両学年とも言語で理

解したことを図としてイメージすることができて

いない状況が見られました。

書かれている事柄や内容を正確に読み取れるよ

う，以下の事項に注意して指導しましょう。

・ 学習の中で使用する語句や，語句の表す意味

を正確に理解できるよう，辞書を活用するなど

して豊かな語彙を育成しましょう。

・ 文節相互の関係や係り受けの関係などに気を

付けて読むなどして，文の構造を把握しながら

読めるようにしましょう。

・ 対象同士の関係を捉えられるよう，書かれて

いる事柄や内容を図に表したり，具体物を操作

させたりして，内容をつかませましょう。

・ サイドラインを引かせるなど，大事な言葉に

着目して読めるようにしましょう。

・ 他教科の学習においても，「問題が読めてい

るだろう」ではなく，問題場面の確認を行うこ

とが必要であることを踏まえて指導しましょう。


